
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 中津川市立第一中学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月２６日（水） 

実 施 概 要 
 
合唱祭を市のホールを借りて行い，保護者を始め広く一般に公開する。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 約 ２００ 人 
計 約 ２１５ 人 

地域関係者 約 １５ 人 

 
実 施 状 況 

平日午後からの開催ではあるが，多くの保護者（特に３年生の保護者）

が会場に詰めかけ，広いホールの座席はほぼ満席になる。また，体育祭に

招待した地域のお年寄りや，防災訓練で関わりのある地域の区長さんらの

中にも，来場してくださる方があり，生徒に励ましの言葉をかけてくださ

っている。 

 
成果及び課題 

 体育祭が終わった直後から取組が始まることで，各学級ともよく歌い込

まれ，質の高い合唱になっている。そこに生徒のさわやかで真剣な姿が重

なることで，来場した保護者を中心に深い感銘を与えると同時に，学校に

対する信頼感が高まっている。 

 また，来場してくださった方々が，生徒に温かい励ましの言葉を感想と

して残してくださるので，生徒の活動の励みになっている。 

 校内の合唱祭ではあるが，地域との交流，地域の信頼を得るという点で

重要な行事となっている。 

 毎年職員が入れ替わっても，合唱祭を始めとする各行事にかける職員の

思いが脈々と受け継がれ，ますますの発展が図られるように配慮していく

必要がある。  

 


